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貨
幣
若
蔵
と
恐
慌
の
可
能
性
に
つ
い
て
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貨
幣
蓄
蔵
と
恐
慌
の
可
能
性
に
つ
い
て

戦
後
恐
慌
論
争
円
弱
点
の
一
つ
は
、
そ
れ
が
、
レ

l

エ
ン
の
市
場
坦
諭

に
依
拠
し
て
、
再
生
産
衰
式
の
意
義
主
限
度
を
あ
き
ら
か
に
L
え
た
半
面

と
し
て
、
再
生
産
過
程
で
の
貨
幣
要
因
の
評
価
が
明
瞭
に
な
っ
て
い
な
い

こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ゐ
。

す
な
わ
ち
、
レ

I
-
一
ン
の
表
式
分
析
は
、
彼
が
白
分
で
明
言
し
て
い
る

様
に
、
貨
幣
要
閣
を
一
応
捨
象
し
て
い
る
か
加
、
己
の
側
面
は
、
マ
ル
ク

ス
自
身
の
叙
述
に
よ
る
補
足
を
必
要
ー
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
従
来
は
、
ほ

と
ん
ど
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

国
際
的
な
理
論
分
野
で
も
、
エ
ル
ス
ナ
ー
や
、
ト
ラ
ハ
チ
ン
ベ
ル
グ

の
労
作
を
み
れ
ば
分
る
様
に
、
こ
の
問
題
の
立
入
っ
た
究
明
は
欠
け
て
い

る。
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
こ
の
様
な
状
態
に
対
し
て
、
ケ
イ
ン
ズ
以
後
の
近

代
経
済
学
は
、
特
に
、
貨
幣
要
因
が
、
再
牛
産
過
程
に
及
ぼ
す
影
響
を
重

視
し
、
貨
幣
保
蔵
問
題
吉
中
心

ιし
て
、
い
わ
ゆ
る
「
古
典
派
経
済
学
」

の
大
系
を
批
判
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
お
@

巾
出

叫

M
J
a

惇

上

ケ
イ
ン
ズ
が
、
マ
ル
ク
ス
を
評
し
て
、
セ
イ
法
則
を
克
服
し
て
い
な
い

之
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
、
か
つ
て
、
フ
ァ
ン
・
フ
ン
キ
ア
レ
キ
サ
シ
ダ

ー
が
、
資
本
論
二
浩
一
一
一
篇
の
貨
幣
蓄
蔵
に
関
す
る
叙
述
を
考
慮
し
つ
つ
反

請
を
加
え
た
事
実
干
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
夫
人
が
、
同
じ
く
マ
ル
ク
ス
の
貨
幣

苔
蔵
に
関
す
る
叙
述
を
評
価
し
た
事
申
却
を
考
慮
し
て
み
る
と
、
マ
ル
ク
ス

は
、
再
生
産
諭
の
展
開
を
行
う
中
で
、
ケ
イ
ン
ズ
と
問
じ
様
に
、
貨
幣
蓄

蔵
を
取
り
扱
い
、
こ
れ
を
セ
イ
法
則
批
判
に
関
連
つ
け
て
い
た
こ
と
は
、

学
説
史
上
、
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
戦
後
恐
慌
論
争
と
も
関
係
し
て
く
る
が
、
マ
ル
ク
ス
は
、
ど

の
様
な
理
論
的
展
望
の
下
で
、
貨
幣
蓄
蔵
を
論
じ
、
彼
の
セ
イ
法
則
批
判

の
内
容
で
あ
る
恐
慌
の
発
展
し
た
可
能
性
、
と
理
請
前
に
結
び
つ
け
て
い
る

か
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

従
来
、
恐
慌
の
発
展
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
剰
余
価
他
学
説
史
、

及
び
、
資
本
論
に
存
在
す
る
リ
カ
l
ド
、
セ
イ
、
ミ
ル
等
の
批
判
1

|
貨

幣
の
流
通
手
段
と
し
て
の
機
能
、
及
び
、
文
払
干
段
上
し
て
の
機
能
と
結



合
し
た
恐
慌
の
二
つ
の
抽
象
的
可
能
性
ー
ー
が
、
ま
ず
取
り
上
げ
ら
れ
、

次
に
、
己
の
二
つ
の
可
能
性
が
、
資
木
の
再
生
産
過
糧
で
、
現
実
的
な
基

礎
を
担
問
亡
表
わ
れ
、
こ
れ
が
、
恐
慌
の
発
展
し
た
可
能
性
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
余
り
に
一
般
的
な
規
定
で
あ
っ
て
、
マ
ル

ク
ス
が
、
表
式
考
察
で
、
貨
幣
蓄
蔵
を
取
り
上
げ
た
事
実
の
評
価
に
は
い

た
ら
な
い
し
、
近
代
経
済
学
へ
の
反
批
判
と
も
な
り
得
な
い
。

マ
ル
ク
ス
が
、
最
も
痛
烈
に
、
セ
イ
法
則
を
批
判
し
た
の
は
、
そ
れ
が
、

w

l

G

W
の
過
程
を
、
事
実
上
W

W

(
物
々
交
換
)
に
解
消
し
て
い

る
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
あ
〈
ま
で
も
、

貨
幣
の
一
般
的
機
能
、
従
っ
て
、
商
品
流
通
一
般
の
範
囲
内
で
の
批
判
に

止
っ
て
い
る
。
こ
の
批
判
は
、
資
本
制
生
産
の
基
礎
上
で
、
更
に
高
次
な

も
の
と
し
て
、
再
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
夫
人
ら
が
取

り
上
げ
て
い
る
の
は
、
こ
の
資
本
制
的
再
生
産
の
基
礎
上
で
の
セ
イ
法
則

批
判
で
あ
り
、
こ
の
点
を
恐
慌
の
発
展
し
た
可
能
性
と
し
て
、
明
瞭
に
理

論
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
一
方
で
は
、
マ
ル
ク
月
経
済
学
の
内
部
で
の
理
論
問
題
か
ら
、

他
方
で
は
、
近
代
経
済
学
か
ら
の
批
判
に
応
え
る
去
礎
理
論
を
検
討
す
る

た
め
、
こ
の
小
論
で
は
、
資
木
諭
第
二
巻
三
篇
、
二
十
一
章
で
述
べ
ら

れ
て
い
ゐ
マ
ル
ク
ス
の
セ
イ
法
則
批
判
を
口
止
が
か
り
に
し
て
、
貨
幣
蓄
蔵

と
、
恐
慌
の
重
L
た
可
能
性
の
関
連
を
取
り
扱
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

と
乙
ろ
が
、
再
生
産
表
式
と
貨
幣
蓄
蔵
と
い
う
テ
1
マ
自
体
が
、
ロ
ザ

貨
幣
主
同
煎
L
ζ

恐
慌
の
可
能
性
に
つ
い
て

以
来
、
充
分
解
決
さ
れ
つ
く
し
た
問
題
ば
か
り
し
乙
は
云
え
ず
、
ま
ず
、
こ

の
点
の
解
明
か
、
と
う
し
て
も
必
要
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
小
請
で
、
寸

べ
て
を
つ
く
す
こ
》
」
は
不
可
能
な
の
で
、
貨
幣
蓄
蔵
の
い
ろ
い
ろ
な
契
機

の
中
、
最
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
資
本
制
的
拡
大
再
生
産

に
伴
う
貨
幣
蓄
蔵
を
中
心
に
取
り
と
げ
る
こ
と
に
す
る
。

そ
と
で
、
最
初
に
、
蓄
蔵
貨
幣
の
形
成
過
程
を
概
観
し
て
か
ら
、
恐
慌

論
へ
の
展
望
を
つ
け
加
え
る
こ
と
に
し
、
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
を
確
認
す
る

こ
と

r主
眼
を
お
い
て
、
こ
の
問
題
の
学
説
史
的
な
考
察
、
及
び
、
ケ
イ

ン
ズ
の
セ
イ
法
則
批
判
を
吟
味
す
る
こ
と
は
省
略
し
た
い
。

ω
山
本
二
三
九
「
恐
慌
論
研
究
」
、
高
本
暢
哉
「
再
生
産
と
情
用
」

二
一
一
一
頁
、
富
瞳
良
一
ニ
「
肌
慌
論
の
基
本
構
成
」
(
講
座
恐
慌
前
E
八

六
頁
)
参
照
。

制

レ

l
ニ
ン
「
い
わ
ゆ
る
市
場
問
題
に
つ
い
て
」
(
飯
町
訳
二
二
頁
)

及
び
「
経
済
字
的
ロ
マ
ン
主
義
の
特
徴
づ
け
に
よ
せ
て
」
(
大
月
版

全
集
E
一
四
六
頁
)
。

仙
川
主
な
文
献
中
、
貨
幣
還
流
法
則
に
つ
い
て
は
原
薫
「
貨
幣
の
山
発

J

点
へ
の
回
疏
L
つ
い
て
」
(
久
留
問
教
授
還
暦
記
念
論
丸
集
三
二
七

責
)
。貨

幣
蓄
蔵
L
つ
い
て
は
、
富
塚
良
三
前
出
、
及
び
富
山
時
文
太
郎

「
拡
大
再
生
産
論
。
困
難
」
(
経
許
臼
年
4
月
)
等
が
あ
る
が
、
原
、

富
塚
〈
文
)
岡
氏
の
労
作
は
、
恐
慌
り
可
能
性
を
論
じ
た
も
の
で
は
な

い
。
富
塚
(
良
)
氏
の
労
作
は
、
恐
慌
の
発
展
し
た
可
括
性
に
関
す
る

第
八
十
四
巻

第一一一号

gg 



貨
幣
脊
蔵
と
恐
慌
の
可
能
性
に
つ
い
て

詳
制
な
論
究
を
含
み
、
特
に
、
再
生
産
論
に
お
け
る
貨
幣
資
本
の
役

割
を
重
視
さ
れ
た
こ
と
は
、
従
来
白
水
準
か
ら
の
大
き
な
前
進
で
あ

っ
た
。
(
前
出
八
七
頁
以
後
)
し
か
し
、
蓄
蔵
貨
幣
形
成
過
程
(
特

に
第
二
年
度
〉
そ
の
も
の
の
分
析
、
及
び
貨
幣
苔
蔵
と
い
う
行
為
か

ら
生
み
出
さ
れ
石
恐
慌
の
可
能
性
が
、
一
般
的
な
他
の
再
生
産
上
心

諸
条
件
ー
と
ど
の
様
に
区
別
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
へ
の
更
に
詳
細
な

論
及
が
必
要
で
は
な
い
か
、
L

と
立
に
は
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

う
で
な
け
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
心
貨
幣
蓄
蔵
論
に
与
え
た
理
論
的
位
置

が
明
確

rな
ら
ず
、
恐
慌
O
発
展
し
た
吋
能
性
の
い
ろ
い
ろ
な
契
機

の
相
互
関
係
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ω
司

D
Eロ
2
・
口
芯
司
王
将
吉
冶
尋

3
M
m
p
Z
E
λ
千
葉
訳
「
経
済

恐
慌
」
)

H

・
P
・
叶

E
n冒
σ旦
百
円
四
一
宮
守
ENH句
凡
な
円
吉
国
辛
苦
仏
提
言
。
S

NhSRぬ
耳
山
正
昭
言
、
晶
、

E
a
-
-
@日
仏
(
飯
田
訳
「
再
生
産
と
恐
慌
」
)
。

岬
】
冨
問
。
吉
国
♂
司
君

h
s
q
E
『
言
。
告
。
同
同
遣
い
吾
、
言
、
SF

」『丘、主句

h
a
s
h
-
h
z百三唱

5
4
F「
唱
同
町
同

川
仰
向
。
〕
E
3・
忌

RF]U-umm-
及
び
、

J
・
ロ
ピ

γ
ソ
ン
「
雇
用
組
前

研
冗
」
篠
原
伊
膳
訳
二
五
八
買
。

何

百

回

岡

田

E
F
同
司
君

ω
E己
豆

ω円
以
。
回
忌
∞
子

2
4
E

円

P
H
E
M
-
2
2自
己
己
5
P
E
o
p
u司
白
邑

E
H
2
2
f
同
署
Nbsoh

同
E
号
室
内
臼
吉
弘

5
・
0
2
5
S
印

F
P
-
z
m出
血
の
♂
冨
円
宮
2
M何

日
仏
宮
口
問

4
5
F
吋
宮
」
司
君
"
。
8

ミ
同
町
富
む
き
目
的

N
Z
E也

可。
σ・
包
砕
0
・

第
八
十
四
巻

四

第
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号

四

同

H
E
E
5
。p
h
s
同

S
H
C
3
』

h
Q
2
E
S
同

2
2
3
5
ヲ
戸

「
同
'
同
-ovpM寸
吉
岡
号
SENQ諸
国

内

E
E
m
s
p
]
U
H
U
M

川
開
山
田
盛
太
郎
「
再
生
産
過
程
表
式
分
析
序
論
」
八
一
口
五
。

州
問
-
冨

P
P
M
-
2
2
3
5有
国
』
与
ミ
ミ
・

-F
印
町
四
(
(
長
州

訳
二
五
心
以
下
)
。

第
一
章

蓄
蔵
貨
幣
形
成
過
程
の
表
式
的
叙
述

マ
ル
ク
ス
自
身
は
、
貨
幣
蓄
蔵
を
織
り
込
ん
だ
表
式
を
作
成
し
て
い

な
い
。
し
か
し
、
拡
大
再
生
産
の
際
に
現
わ
れ
る
貨
幣
蓄
蔵
は
、
再
生
産

。
比
例
性
の
一
部
と
し
て
登
場
す
る
か
ら
、
現
物
的
な
商
品
移
動
と
の
関

係
を
霊
式
上
で
示
す
こ
と
は
、
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
叙
述
白

便
宜
も
あ
る
の
で
、
表
式
的
に
説
明
し
よ
う
。

発
端
第
一
年
度
の
表
式

H
h
c
c
o
h
+
5
5可
+
E
D
O
S
H色
。
。

口
-
H

日()(〕円十日
J
U
(
〕
司
十
叶
目
。
一
三
1
ω
C
ロロ

に
お
い
て
、
蓄
積
率
は
、
部
門

I
で
五

O
%、
部
門

E
で

三

ONW、
有

機
的
構
成
は
一
定
と
す
る
。
部
門
I
と
ー
と
で
、
蓄
積
率
が
異
な
る
の
は
、

蓄
積
の

I
部
門
主
導
と
、
両
部
門
へ
の
生
産
物
の
比
例
的
配
分
を
前
提
す

る
か
ら
で
、
そ
れ
以
上
の
意
味
は
な
い
。
資
本
制
的
拡
大
再
生
産
に
あ
っ

て
は
、
剰
余
生
産
物
は
、
ま
ず
、
貨
幣
形
態
を
と
っ
て
、
蓄
積
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。

最
初
に
問
題
な
り
は
、
蓄
積
に
あ
て
ら
れ
る
刺
余
生
産
物
の
貨
幣
へ
。



転
化
が
、
い
か
に
し
て
行
わ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
、

次
の
二
つ
白
事
情
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

第
一
は
、
個
別
資
本
の
立
場
に
立
っ
て
、
蓄
積
さ
れ
る
剰
余
側
値
の
貨

幣
形
態
へ
の
転
化
を
説
明
す
る
場
合
に
は
、
買
手
の
存
在
を
一
般
的
に
前

提
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
が
、
社
会
的
総
資
本
L
つ
い
て
考
え
る
場
合
に
は
、

全
員
が
売
手
で
あ
れ
ば
、
買
手
が
な
く
、
蓄
積
自
体
が
不
可
能
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
と
れ
は
、
個
別
資
本
町
場
合
と
共
通
で
あ
る
が
、
剰
余
生
産

物
を
販
売
し
て
、
貨
幣
形
態
で
積
み
立
て
る
た
め
に
は
、
ど
こ
か
で
、
生

産
の
現
実
的
拡
大
を
行
っ
て
、
生
産
手
段
主
購
入
し
て
く
れ
る
か
、
又
は
、

生
庄
の
現
実
的
拡
大
の
結
果
と
し
て
、
労
働
者
、
又
は
、
資
本
家
の
追
加

的
な
消
費
が
な
け
れ
ば
凶
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
事
問
は
栴
接
に
閲
係

J

て
い
て
、
第
一
の
事
情
で
買
干
を

想
返
す
る
い
」
と
が
、
第
二
四
事
情

I
1生
産
の
現
実
的
拡
大
者
の
想
定

と
一
致
し
て
く
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。

モ
こ
で
、
こ
こ
か
ら
、
次
の
二
つ
の
結
論
が
出
る
。

第
干
に
、
社
会
的
総
資
本
の
蓄
積
場
考
察
す
る
に
は
、
剰
余
生
産
物
を

売
っ
て
、
こ
れ
を
貨
幣
形
態
で
蓄
蔵
す
る
資
本
家
(
こ
れ
を
マ
ル
ク
ス
に

従
っ
て
A
と
す
る
。
)
と
、
剰
余
生
産
物
を
買
っ
て
、
生
産
及
び
消
費
の
現

実
的
拡
大
を
行
う
資
本
家
同
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
と
と
。

第
二
に
、
蓄
積
が
滞
り
な
く
進
行
す
る
に
は
、

A
-
B
双
方
、
す
な
わ

ち
、
売
手
と
買
手
の
聞
に
均
街
か
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
(
こ
の

貨
幣
諸
蔵
と
恐
惜
の
可
能
性
に
つ
い
て

二
つ
の
命
題
泊
、
マ
ル
ク
ス
が
は
っ
き
り
と
定
式
化
し
て
い
る
か
加
、

ロ
l
ザ
を
除
い
?
、
特
に
問
題
の
あ
る
箇
所
で
は
な
い
の
)

こ
の
二
つ
り
事
情
を
念
頭
に
お
い
た
上
で
、
表
式
に
帰
っ
て
み
土
う
。

ー
で
蓄
積
さ
れ
る
五

O
O
聞
の
中
、
有
機
的
構
成
主
一
定
と
す
れ
ば
、

I

C
へ
四
0
0
、
E
C
へ
-
0
0
(
工
心
追
加
可
変
資
本
)
が
追
加
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
部
門
ー
に
お
け
る
生
産
の
現
実
的
拡
大
者

(
I

B
〉
は
、
四

O
Oの
貨
幣
を
持
っ
て
、
四

0
0
0商
品
主
持
つ

I
の
貨
幣

蓄
蔵
者

(
I
A
)
に
対
応
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
部
門
E
に
h

ぬ
け
る
生
産
の
現

実
的
拡
大
者

(
E
B
〕
は
、
同
じ
く
貨
幣
を
持
っ
て
、
ー
の
貨
幣
菩
蔵
者

に
対
抗
す
る
。

す
な
わ
ち
、
同
色
。
豆
町
(
同
)
国
1
H
A
O
O
き
(
司
)
〉

同
-
H
C
司
蓮
司
(
白
)
回
目
円
・

H
C
C
一
言
(
司
)
k
t

こ
こ
で
起
っ
て
く
る
疑
問
は
、
左
辺
B
の
手
許
に
あ
一
。
貨
幣
を
、

B
也、

ど
う
し
て
手
に
入
れ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
我
々
は
、
発
端
第

一
年
度
に
い
る
の
だ
か
ら
、
商
品
総
量
は
、
単
純
再
生
産
と
変
わ
る
所
が

な
く
、
従
っ
て
、
今
ま
で
消
語
支
出
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
貨
幣
が
転
用
さ

れ
る
と
考
え
て
お
け
ば
上
い
。

さ
て
、
等
式
で
左
右
白
G
と
W
が
位
置
変
換
か
行
え
ば
、

B
は
生
産
手

段
を
購
入
し
て
、
生
産
町
現
実
的
拡
大
を
行
い
得
る
態
勢
に
あ
り
、

A
は

潜
勢
的
な
貨
幣
資
本
の
形
成
、
す
な
わ
ち
、
貨
幣
蓄
蔵
官
完
了
し
た
の
で

あ
る
。従

っ
て
、
部
門
ー
も
E
も
、
追
加
労
働
力
さ
え
あ
れ
ば
、
直
ち
に
生
産

第
八
十
四
巻

五
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貨
幣
苔
献
と
型
慌
の
可
能
性
に
つ
い
て

を
拡
大
し
た
規
模
で
開
始
出
来
る
。
と
こ
ら
で
、
ー
の
蓄
積
八
げ
は
残
ら
ず

貨
幣
化
出
来
士
わ
け
で
あ
る
が
、
E
は
、
ま
だ
、
そ
れ
に
成
功
し
て
い
な

同
。
こ
れ
は
、
E
が
、
消
費
財
生
産
を
行
う
と
こ
ろ
か
ら
く
る
当
然
の
帰

結
で
あ
っ
て
、
ー
、
E
丙
部
門
で
充
即
さ
れ
た
追
加
労
働
力
の
代
価
が
、

賃
金
形
態
で
支
払
わ
れ
、
労
働
者
が
、
消
費
資
料
金
購
入
す
れ
ば
、
初
出

て
、
E
は
貨
幣
化
を
達
成
し
う
る

D

ー
同
は
、
追
加
労
働
者
に
一

O
Cの

賃
金
を
支
払
い
、
追
加
労
働
者
は
一

C
Cの
消
費
資
料
を
E
凶
か
ら
購
入

し
、
川
仰
は
こ
れ
を
蓄
蔵
す
る
。

同
様
に
、
E
倒
は
、
E
の
追
加
労
働
者
に
別
の
賃
金
を
支
払
い
、
絞
ら

は
E
凶
か
ら
、
消
費
資
料
を
購
入
し
、
凶
は
、
販
売
に
よ
っ
て
得
た
貨
幣

を
蓄
蔵
す
る
。
す
な
わ
ち
、

「

H
C
C
き
て
(
C
)白
1
戸
H
C
C
S
(
=
J
K
F

口
町
口
き
て
(
口
)
回
H
口
・

8
3
(
司
〕
』

貨
幣
蓄
蔵
量
は
、
部
門
I
で
五
0
0
、
部
門
E
で
一
五

O
、
計
六
五

O

の
情
勢
的
貨
幣
資
本
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
蓄
奄
負
幣
の
形
成
過
程
を
拡
大
再
生
産
の
部
分
に
つ
い
て
図
示

す
れ
ば
、
次
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

同

一

E
S
)回

y
sえ
iu

J1 
1ヨIleコ
:l曾

第
八
十
四
巻

四
回e

ー
ノ、

第
三
号

¥
↓
蹄
講
耐
型
〆

f
'
E
E醐
担
、

第
一
一
年
度
の
初
め
に
は
、
次
の
様
な
蓄
積
配
置
が
達
成
さ
れ
る
。

同

-tuo口
(
同
同
小
市
恕
)
+
口
。
。
で
(
蹄
講
)

ロ
忌
白
ロ
ロ
(
ミ
)
十
∞
口
口
可
(
時
務
)

従
っ
て
、
年
度
末
に
は
、
剰
余
値
値
率
を
一

C
C
M
Wと
し
て
、

H
A
F
E
C
円
+
H
H
O
ろ
で
+
戸
。
。
ヨ
H
E
C
C

国

-
H
E
C
円
+
∞
ロ
ロ
可
+
∞
。
己
ヨ
H
ω
日
。
口

諸
積
率
等
に
つ
い
て
、
第
一
年
度
と
同
じ
前
提
を
と
れ
ば
、
ー
一
一
の
一

c
m
の
日
%
、
す
な
わ
ち
五
主

O
聞
が
資
本
に
転
化
さ
れ
、
四
四

C
m
が

I
C
へ
、
一
一

O
m
が
E
C
へ
販
売
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
本
来
、
単
純
再
生
産
で
あ
る
べ
き
、
ー
の
一
六
0
0
を
み

る

ι、
ー
の
資
本
家
主
労
働
者
の
消
費
分
は
蓄
積
分
の
残
り
、
即
ち
一
一

0
0
+
五
五

o
l
一
六
豆

O
で
あ
り
、
五

O
は
、
余
分
で
あ
る
か
ら
、
E

は
、
こ
の
生
産
手
段
形
態
で
の
切
を
追
加
購
入
し
て
、
E
の
帯
積
を
速
め

る
己
、
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
、
E
倒
は
、
ー
か
ら
生
産
手
段
を
購
入
す
る
町
で
あ
る
が
、
こ

の
場
合
、
ー
の
追
加
消
費
者
が
受
け
取
る
貨
幣
は
貨
幣
共
同
蔵
を
表
現
し
な

い
。
た
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
償
費
手
段
の
購
入
に
支
出
さ
れ
る
だ
け
で
、

将
来
の
生
産
鉱
大
に
備
え
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
工
が
、
E
か

ら
追
加
的
消
費
資
料
五

O
を
購
入
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
、
E
例
の
手
許
に

還
流
す
る
貨
幣
は
、
ー
に
お
け
る
貨
幣
蓄
蔵
を
表
現
す
る
。



H1l! 
日lLi

司自己!
jl H 

次
年
度
以
降
も
基
木
的
に
同
一
で
あ
る
か
ら
、
省
略
す
る
こ
と
に
し
、

恐
慌
の
発
展
し
た
司
能
性
を
検
討
す
る
前
提
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

第
一
は
、
「
貨
幣
蓄
蔵
」
主
い
う
概
念
自
身
に
関
す
る
も
り
で
あ
り
、

第
二
は
、
貨
幣
蓄
蔵
の
中
で
、
間
部
門
の
転
態
を
媒
介
す
る
も
O
と
、
そ

う
で
な
い
も
の
と
の
区
別
で
あ
る
。

凶
「
貨
幣
菩
蔵
」
「
貯
蓄
」
「
資
金
」
「
投
資
」

マ
ル
ク
ス
に
よ
る
貨
幣
蓄
械
の
説
明
を
み
れ
ば
分
る
様
に
、
彼
の
云
う

貨
幣
士
事
蔵
の
概
念
付
、
ケ
イ
ン
ズ
の
そ
れ
主
相
当
へ
だ
た
り
が
あ
る
。
ケ

イ
ン
ズ
は
消
費
性
向
が
、
所
得
と
同
じ
割
合
で
増
加
し
な
い
と
こ
ろ
に
、

貯
蓄
と
投
資
の
不
一
致
の
根
拠
を
求
め
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
彼
の
場
合

に
は
、
資
本
家
が
、
個
人
的
消
費
用
の
貨
幣
を
抑
留
し
た
り
、
労
働
者
が

賃
金
を
貨
幣
形
態
で
抑
留
し
た
り
す
る
の
も
、
貨
幣
保
蔵
で
あ
り
、
社
会

的
に
集
中
さ
れ
た
機
関
の
干
に
あ
れ
ば
、
貯
蓄
で
あ
る
。

貨
幣
蓄
蔵
と
恐
慌
の
可
能
性
に
つ
い
て

一
方
、
マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
は
、
か
か
る
個
人
的
な
貨
幣
抑
慣
は
、
社

会
的
に
み
た
場
合
、
何
ら
必
然
的
た
も
の
で
は
な
く
一
例
え
、
部
分
的
に

存
在
し
た
と
し
て
も
)
貨
幣
蓄
蔵
と
は
云
え
な
い
。

例
え
ば
、
先
の
表
式
例
の
第
二
年
度
に
担
け
る
資
本
家
白
追
加
個
人
的

消
費
と
、
部
門
E
の
そ
れ
に
相
当
す
る
蓄
積
分
(
日
間
)
に
つ
い
て
み

る
色
、
ー
の
日
間

W
の
肱
買
は
、
消
費
手
段
購
入
の
士
め
の
販
売
、
す
な

わ
ち
、
単
純
な
商
品
流
通
の
範
式
で
あ
る
W
l
G
W
で
あ
り
、

G
は、

尚
品
の
媒
介
に
す
ぎ
ず
、

w
l
G
の
段
階
は
独
立
せ
ず
、
必
ず
G
I
W
に

よ
っ
て
補
足
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。

従
勺
て
、
剰
余
価
値
を
蓄
積
す
る
場
合
の
様
に
、

W

G
が
独
立
の
、

自
己
目
的
々
な
役
割
を
演
ず
る
の
で
は
な
い
。
社
会
的
に
み
た
G
は
、
流

通
の
媒
介
物
と
い
う
役
割
に
止
ま
る
の
で
、
蓄
蔵
が
、
問
題
な
の
で
は
な

同
じ
こ
t
k

は
、
労
働
者
の
手
に
渡
っ
た
賃
金
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
す

な
わ
ち
、
労
働
力
の
眼
売
は
消
費
資
料
購
入
の
た
め
の
販
売
な
の
ど
か
ら
、

彼
の
手
許
に
あ
る
G
は
、
社
会
的
に
は
、
流
通
り
媒
介
物
に
す
ぎ
な
い
。

彼
が
、
一
時
前
に
G
を
抑
留
し
た
と
し
て
も
、
彼
の
消
費
が
労
働
力
再
生

産
の
条
件
で
あ
る
限
り
、

w
l
G
W
の
G
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
貨
幣
省
蔵
は
一
方
的
販
冗
と
、
購
賀

の
一
致
だ
け
か
ら
生
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
、
自
己
完
語
的
な
行
為
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
蓄
積
さ
れ
る
剰
余
生
庫
物
の
販
売
は
、
後
続
の
購
買
を

予
定
し
て
い
な
い
。
又
、
生
産
物
を
購
入
し
た
側
で
は
、
使
用
価
値
の
安

第
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貨
幣
蓄
蔵
と
恐
慌
の
可
能
性
に
つ
い
て

本
を
伴
う
生
産
過
程
が
開
始
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
以
後
、
貨
幣
蓄
載
と
い
う
場
合
に
は
、
こ
の
自
己
完
結
仰
な

版
売
主
購
買
の
一
致
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
行
為
を
指
し
、
何
ら
か
の
貨
幣

抑
留
(
従
っ
て
、
本
来
の
貨
幣
蓄
蔵
を
含
め
た
)
に
も
と
づ
い
て
、
社
会

的
な
機
関
に
集
め
ら
れ
る
貨
幣
を
貯
蓄
と
呼
ん
で
、
区
別
す
る
こ
と
に
し

た
し社

会
的
に
集
め
ら
れ
た
貨
幣
の
中
、
抑
間
に
関
係
す
る
場
合
、
こ
れ
を

貯
蓄
と
し
、
充
用
に
重
点
が
お
か
れ
る
場
合
、
こ
れ
を
資
金
と
呼
ん
で
お

〈
こ
と
に
す
る
。
従
っ
て
、
貯
菩
の
一
郎
、
叉
は
、
九
十
一
部
が
、
生
彦
の
現

実
的
拡
大
に
充
用
さ
れ
る
時
、
こ
の
貨
幣
を
便
宜
的
に
資
企
と
呼
ん
で
お

投
資
に
つ
い
て
は
、
非
産
の
現
実
的
拡
大
の
た
め
に
、
資
金
を
用
い
て

生
産
手
段
又
は
、
労
働
力
を
購
買
す
る
行
為
E
定
義
し
よ
う
。

こ
の
様
な
前
提
の
下
で
は
、
ケ
イ
ン
ズ
と
マ
ル
ク
ス
の
投
資
・
貯
蓄
浬

論
の
考
え
方
の
相
違
は
可
成
り
は
っ
き
り
す
る
。

す
な
わ
ち
、
ケ
イ
ン
ズ
り
場
合
に
は
、
貯
蓄
額
(
何
ら
か
の
貨
幣
抑
留

に
も
と
づ
く
」
が
、
ま
ず
あ
っ
て
、
こ
れ
を
埋
め
合
わ
せ
る
べ
き
資
金
の

充
用
先
が
必
要
だ
。
と
い
う
こ
と
か
ら
、
問
題
が
た
て
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、

マ
ル
グ
ス
の
場
合
に
ほ
、
こ
れ
と
全
〈
異
な
り
、
貯
蓄
の
一
部
分
で
あ

る
貨
幣
蓄
蔵
は
い
か
に
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
か
に
重
点
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

貨
幣
蓄
蔵
は
、
同
時
に
、
他
方
の
投
資
(
生
産
の
現
実
的
拡
大
の
た
め
の
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資
金
充
用
)
で
あ
っ
て
、
両
者
は
、
直
接
に
同
じ
も
の
で
あ
る
。

端
前
に
言
え
ば
、
ケ
イ
ン
ズ
の
関
心
の
中
心
は
、
貯
蓄
と
資
金
の
充
用

先
と
の
関
係
に
あ
る
が
、
マ
ル
ク
ス
の
方
は
、
貯
蓄
に
主
要
な
関
心
を
一
司

さ
ず
、
資
金
と
投
資
の
刻
応
か
ら
牛
み
出
さ
れ
る
貨
幣
蓄
蔵
の
形
成
そ
の

も
の
に
問
題
の
中
心
を
お
い
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
、
貯
蓄
と
投
資
の
聞
に
、

直
接
の
関
係
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
慌
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
同
じ
く
貨
幣
蓄
蔵
を
問
題
に
し
た
と
は
一
言
え
、
彼
ら
の
力
点

は
、
可
成
り
違
ラ
こ
と
乞
こ
こ
で
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
は
セ

イ
法
則
批
判
の
上
に
大
き
く
反
映
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
小
論
で
は
、

こ
れ
以
上
、
立
ち
入
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

国
同
一
部
門
内
部
の
貨
幣
蓄
誌
と
、
阿
部
門
の
転
態
か
ら
生
ま
れ
る

貨
幣
蓄
蔵
の
相
違

こ
の
両
者
主
、
根
本
的
に
区
別
す
る
も
の
は
、
前
者
が
、
生
産
諸
要
素

の
一
方
的
追
加
に
伴
っ
て
現
わ
れ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
一
方
的
追
加

を
現
わ
す
以
主
に
両
部
門
聞
に
お
け
る
相
瓦
の
転
態
を
含
む
こ
と
で
あ
る
。

第
二
年
度
を
例
に
よ
る
と
、
貨
幣
蓄
蔵
に
関
係
あ
る
四
つ
の
等
式

(
同
)
同
や
』
(
)
(
出

)
U
H
h
f
H
{
}
(
制

、

〕

官
)
同
問
。
(
町

)
1
岡
田
〔
)
(
=
、

)
(
1
岡
田
〔
)
き
同
)

(

ω

)

]

円

H
H
C
(
町
)
H
H
H
]
I
C
(
『
苛
)

t
E
(口〉
l
-己
目
口
〈
司
)

同

∞
C
(
町

)

引

H

阿
君
〈
司
)

( 

ゆ
) 



の
中
、

ωω
は
前
者
を
、

ωω
は
後
者
を
一
市
す
。

そ
こ
で
、
後
者
を
貨
幣
還
流
運
動
の
視
角
か
ら
み
る
と
、

ωの
場
合
貨
幣
は

H
同

同

同

H
同
(
凶
刊
誌
同
同

H
同
]
円
同
)

川
仰
の
場
合
同
阿

H
同

H
』
口
同
同
(
凶
何
百
一
同
l
H
』U
l
】
門
岡
l

同
同
)

と
運
動
す
る

U

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

ωの
I
K
及
び
ゅ
の

I
P

を
除
け
ば
、
中
間
項

(ωの
場
合
E
K
、
川
閣
の
場
合
ば
え
は
町
〉
の
資
本

家
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
貨
幣
蓄
蔵
は
、
い
ず
れ
も
、
他
部
門
の
資
本
家
の

手
許
に
あ
る
商
品
在
荷
円
一
形
成
を
表
現
し
う
る
こ
と
、
従
っ
て
、
形
態
だ
け

か
ら
み
れ
ば
こ
の

W
l
G
に
続
く
G

W

が
欠
如
す
る
た
め
に
流
通
障
害

が
生
じ
た
様
に
見
え
る
ご
と
で
あ
る
。

川W
の
場
合
、
貨
幣
の
出
発
点
が
ー
で
あ
れ
ば
、

E
が
I
に
消
費
手
段
を

販
売
し
た
後
、
ー
の
生
産
手
肢
を
購
入
す
る
ま
で
は
、
ー
に
商
品
在
荷
が

残
り
、
川
仰
の
場
合
、
部
門
E
が
ー
か
ら
生
産
手
段
を
購
入
し
た
後
、
ー
の

。

手
許
に
あ
る
貨
幣
蓄
蔵
は
、
部
門
E
の
商
品
在
荷
を
表
現
し
う
る
。
ま
た
、

逆
に
、

E
が
ー
の
労
働
者
に
消
査
資
料
を
販
売
し
て
か
ら
、
部
門
E
がハ

ー
か
ら
生
産
手
段
を
購
入

L
な
け
れ
ば
、
ー
に
商
品
在
荷
が
形
成
さ
れ
る
。

阿
部
門
の
転
態
の
場
合
に
、
こ
の
在
荷
が
一
存
在
し
な
い
た
め
に
は
、
両

部
門
商
品
の
一
方
酌
販
売
が
同
時
に
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
生
産
拡
大
の

た
め
に
、
よ
り
一
層
多
く
の
貨
幣
(
資
金
)
が
必
要
で
あ
る
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
一
時
酌
な
貨
幣
蓄
蔵
は
速
か
に
再
投
資
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
乙
の
事
態
の
信
用
・
恐
慌
に
対
す
る
影
響
は
次
章
で
取
り
扱

貨
幣
蓄
蔵
と
恐
慌
の
可
能
性
に
つ
い
て

O
 

K
ノ

ω
以
下
の
説
明
は
、
資
本
論
第
二
巻
三
篇
れ
草
を
基
睦
と
し
て
い
る
。

ω
同
・
冨
買
♂
匂
E
同
b
b
N
N
Q
F
F
目
印
印
印
・
色
町
l
色
戸

制
問
。
m
p
F
Z
理
由
σ己円
m
i
b芯
』

E
5
3ど
吉
弘
明
言
門
出
向
句
同
R
N
Y
E
F臼

巧
E

(

長
谷
部
前
(
上
)
一
四
三
頁
)
。

ω
円
'
冨

2M門
司
与
野
主
♂
印
印
。
ω

同
阿
部
門

E
の
貨
幣
害
蔵
に
つ
い
て
は
ロ
ザ
や

p
l
ゼ
ン
ベ
ル
グ
町

註
解
に
お
い
て
も
問
題
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

U
下
の
叙
述
は

定
説
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
私
見
と
し
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
富
山
略
(
良
)
前
掲
書
、
及
び
林
直
道
「
呆

気
晴
環
と
国
定
資
本
投
資
」
一
二
七
頁
(
戦
後
景
気
術
環
と
設
備
投
資
)
。

与
お
、
山
田
教
授
の
「
序
論
」
で
は
こ
の
点
の
丹
析
は
欠
け
て
い
る
。

ω
同
E
Z
Z
M
P
m
o
-
b
s
E
-
m
E
E
F

伺
同
旨
'
問
。
3
M
E
L
R札
日

V

N
叶
日
以
》

H
C
品
目
。
印
ケ
イ
ン
ズ
批
判

の
基
本
的
な
諸
点
に
つ
い
て
は
豊
崎
稔
「
首
幣
的
景
気
理
論
」
一
九

八
頁
参
照
。

似
し
か
し
、
ケ
イ
ン
ズ
の
場
合
、
た
え
ず
期
間
を
問
題
に
し
て
い
る
、

か
ら
、
こ
の
様
な
木
質
的
な
点
で
の
比
較
が
可
龍
か
ど
う
か
は
問
題

の
あ
る
所
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
応
こ
の
様
に
考
え
て
お
く
。

同
弓
ロ

E-札

Z
R出
E
U司・日
N
J
2・
3
・呂町、
t
H
U
P
S
-
N
-
c
t
N
H
U

唯
、
セ
イ
法
則
批
判
に
つ
い
て
、
期
間
分
析
を
入
れ
て
考
え
る
場

合
、
マ
ル
ク
ス
的
な
期
間
分
析
が
、
社
会
的
な
総
資
本
の
運
動
か
ら

第
八
十
四
巻

九

四
{三

第
三
号



貨
幣
蓄
蔵
と
恐
慌
の
可
能
性
に
つ
い
て

必
然
的
に
要
求
さ
れ
る
貨
幣
蓄
蔵
を
中
心
に
し
て
い
る
三
左
は
注
目

に
値
す
る
。
販
路
法
則
と
期
間
り
問
題
に
つ
い
て
は
、
青
山
秀
夫

「
経
済
変
動
理
論
の
研
究
」
第
二
巻
一
七
七
頁
参
照
。

制
単
一
年
度
に
形
成
さ
れ
た
蓄
蔵
貨
幣
量
と
、
第
二
年
度
に
必
要
な

資
金
量
と
の
問
陀
マ
ル
ク
ス
は
直
接
的
関
係
を
認
め
な
か
っ
た
様
苛

あ
る
。
こ
れ
は
ロ

l
ザ
が
批
一
閃
し
た
点
で
あ
る
が
、
山
田
教
授
の
解

決
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
山
回
前
掲
吉
一
八
五
一
八
六
頁
。

制
第
一
年
度
の
場
合
、
こ
れ
を
マ
ル
グ
ス
は
、
は
っ
き
り
「
商
品
在

荷
」
と
述
べ
て
い
る
o
b
E
同
b
H弘
吉
円

H
F
円

凹

印

凹

巳

寸

第
二
草

恐
慌
の
発
展
し
た
可
能
性
と
貨
幣
蓄
蔵

こ
の
章
の
中
心
課
題
は
、
表
式
段
階
で
の
一
マ
ル
ク
ス
の
セ
イ
法
則
批
判

を
検
討
し
、
特
に
拡
大
再
生
産
に
伴
う
貨
幣
蓄
蔵
、
と
の
関
係
を
研
究
す
る

と
と
で
あ
る
。
又
、
第
二
節
で
は
、
信
用
と
の
関
係
を
取
り
扱
う
が
、
そ

の
理
自
は
、
第
一
節
で
あ
き
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
節
セ
イ
法
則
拙
判
の
三
つ
の
側
面
に
つ
い
て

マ
ル
ク
ス
は
、
資
本
論
第
二
巻
三
清
二
一
章
で
、
部
門
I
の
貨
幣

蓄
蔵
に
言
及
し
、
一
方
的
諸
販
売
の
価
値
額
と
諸
購
買
の
何
値
額
の
均
衡

が
必
要
な
こ
と
を
述
べ
て
か
ら
、
貨
幣
資
本
の
役
割
と
恐
慌
の
可
能
性
に

勺
い
て
次
の
様
な
指
摘
か
行
っ
て
い
る
。

「
商
品
生
理
か
、
資
本
制
的
生
産
の
一
般
的
形
態
だ
と
い
う
事
実
は
、

第

八

十

四

巻

二

三

心

第

五

号

凹

八

貨
幣
が
、
流
通
手
段
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
貨
幣
資
本
正
し
て
も
、
そ

こ
で
、
演
ず
る
役
割
を
す
で
に
含
み
、
正
常
的
転
態
の
た
め
の
、
従
っ
て
、

再
生
産

i
1単
純
な
規
模
の
か
、
拡
大
さ
れ
た
規
模
の
か
を
問
わ
ず
ー
ー

の
正
常
的
経
過
の
た
め
の
資
本
制
的
生
産
様
式
に
独
自
な
、
特
定
の
諸
条

件
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
条
件
仕
、
ま
た
、
ぞ
れ
と
関
数

白
、
異
常
な
経
過
の
諸
条
件
、
す
な
わ
ち
、
恐
慌
の
可
能
性
に
転
化
す
る
。

け
だ
し
、
、
均
衡
は

|
1資
木
制
生
庄
の
同
然
発
生
附
姿
態
の
下
で
は

ー
そ
れ
自
身
一
つ
の
偶
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
」
(
悼
托
は
引
用
者
)

被
が
、
こ
の
引
用
文
の
中
で
、
貨
幣
の
流
通
手
段
L

と
し
て
の
機
能
に
対

斗
さ
せ
て
、
貨
幣
資
本
の
役
割
を
論
じ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

又
、
彼
は
、
部
門
I
に
お
け
る
一
方
的
販
売
と
購
買
の
一
致
だ
け
を
述

べ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
菩
積
に
と
も
た
ち
貨
幣
苔
載
の
寸

べ
て
が
、
と
の
叙
述
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

問
題
は
、
こ
の
恐
慌
の
可
能
性
に
関
す
ゐ
指
摘
が
古
典
派
の
市
場
理
論

批
判
と
い
か
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
、
で
あ
り
、
彼
は
こ
の
引
用
文
の
二

頁
前
で
、
重
農
主
義
者
十
、
ア
ダ
ム
・
手
、
、
ス
以
来
の
自
由
貿
易
芋
派
を

批
判
し
、
年
生
産
物
の
諸
部
分
の
転
態
が
、
彼
ら
の
主
張
し
た
ヶ
様
に
、
商

2
 

品
対
商
品
の
転
態
を
決
し
て
前
提
し
な
い
」
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
例
と
し
て
、

ゆ
固
定
資
本
の
回
転
に
際
し
て
生
じ
る
一
方
的
購
買
と
阪
売
の
一
致

刷

I
m
の
蓄
積
に
際
し
て
生
じ
る
一
方
的
版
売
之
購
買
の
一
致

M
W

先
白
引
用
文
の
後
で
、

t
V
と
E
C
K
の
転
態
に
つ
い
て
、
次
の



一
一
一
つ
、
す
な
わ
ち
、
例
且
の
資
本
家
が
、
ー
の
労
働
者
に
販
売
す
る
時
、

労
働
者
は
、
一
万
的
購
買
者
で
あ
り
、

E
の
資
本
家
は
、
一
方
的
販
売
者

で
あ
る
こ
と
、
例
ー
の
労
働
者
へ
の
販
売
に
よ
っ
て
得
た
貨
幣
で
、

E

D
資
本
家
は
、
I
O
資
本
家
に
対
し
、
一
方
的
な
商
品
附
頁
者
、

E
に
対

し
、
ー
は
一
方
的
に
商
品
服
売
者
と
L
て
対
応
す
る
こ
正
、
例
労
働
者

ー
は
、
工
の
資
本
家
に
は
、
商
品
(
労
働
力
)
の
一
方
的
販
売
者
、

E
に

は
、
一
方
的
購
買
者
と
し
て
対
応
す
る
こ
と
を
述
べ
て
か
ら
、
こ
の
り
め

〉

(

〔

仰
の
一
一
一
過
程
が
「
異
常
な
経
過
の
誘
因
と
な
刷
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
例
制
刑
判
、
三
つ
の
場
合
に
つ
い
て
、
特
に
注
目
に
値
す
る

こ
と
は
、
第
一
に
、
刷
の
項
目
に
つ
い
て
、
彼
は
部
門
T
の
を
念
頭
に
お

い
て
い
る
様
で
あ
る
が
、
拡
大
再
生
産
に
と
も
な
う
貨
幣
蓄
蔵
の
す
べ
て

が
、
こ
の
資
格
を
持
っ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
第
二
に
、
彼
が
、
こ
こ
で

強
調
す
る
恐
慌
の
可
能
性
は
、
単
に
、
単
純
な
商
品
流
通
に
一
般
に
存
在

す
る
恐
慌
の
可
能
性
(
貨
幣
の
流
通
、
及
び
、
支
払
手
段
の
機
憶
か
ら
生

じ
る
〕
で
は
た
く
て
、
貨
幣
の
資
本
と
し
て
の
機
龍
か
ら
生
じ
る
恐
慌
の

可
能
性
の
強
調
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
貨
幣
の
資
本
と
し
て
の
機
能
を
最
も
明
瞭
に
示
す
の
は
、
川
向
倒
防

三
つ
の
場
合
な
の
で
あ
る
が
、
と
れ
が
「
商
品
対
商
品
」
の
転
躍
を
前
提

し
た
古
典
学
派
の
批
判
の
中
心
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三

つ
の
場
合
は
、
い
ず
れ
も
、
再
生
産
過
粧
を
資
本
の
再
生
産
過
程
た
ら

L

め
る
特
徴
的
契
機
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
、
単
純
商
品
流
通
一
般
と
区
別
さ

れ
る
決
定
的
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
あ
し
乙
考
え
ら
れ
る
。

貨
幣
脊
蔵
と
恐
慌
の
可
能
性
に
つ
い
て

寸
で
に
、
第
一
章
、
同
で
み
た
様
に
、
労
働
者
が
個
人
的
に
貨
幣
を
抑

留
す
る
行
為
は
、
本
来
的
な
貨
幣
蓄
蔵
の
要
素
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
再

生
産
の
諸
条
件
か
ら
く
る
社
会
的
に
必
然
的
な
貨
幣
抑
情
で
は
な
く
、
単

純
な
流
通
範
式
W

G

I

W
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。

そ
れ
で
は
、
マ
ル
ク
ス
が
、
労
働
力
商
品
の
介
在
を
怖
に
強
制
す
る
わ

け
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

彼
は
、
同
じ
箇
所
で
「
資
本
家
I
と
E
K
の
問
の
交
換
は
、
彼
ら
の
相

互
的
諸
商
品
の
こ
の
転
態
に
お
い
て
行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
」
こ
之
を
指

摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
も
一
、
彼
は
、
商
品
交
換
の
聞
に
、
労
働
力

J

凶
品
白

介
在
が
あ
る
ζ

と
を
強
調
し
、
商
品
の
供
給
は
、
直
ち
に
需
要
を
生
み
出

す
も
の
で
は
な
く
、
商
品
と
商
品
の
対
応
闘
係
が
あ
る
だ
け
で
は
、
何
ら

再
生
犀
の
正
常
な
進
行
や
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
の
で
あ
る
n
E
C
H
I
u
十
削
と
い
う
対
応
胸
係
は
、
こ
の
事
情
を
内

包
し
て
い
る
か
ら
、
賃
令
支
払
関
係
を
捨
象
し
て
恐
慌
の
可
能
性
を
云
々

L
て
も
意
採
は
な
い
。

従
っ
て
、
山
田
教
援
や
、
プ
ハ

l
u
y
が
、
労
働
力
商
品
白
介
在
を
一
目

す
連
鎖
倒
係
を
取
り
土
げ
た
こ

E
自
体
は
全
く
正
し
い
と
思
わ
れ
、
唯
、

不
均
衡
些
因
を
直
ち
に
、
労
働
力
の
価
値
以
下
へ
の
切
り
下
げ
に
求
め
こ

k
、
及
ひ
セ
イ
涼
川
批
判
の
他
白
二
側
面
、
|
|
固
定
資
本
の
吏
新
、
及

び
拡
大
再
生
産
に
固
有
の
貨
幣
持
欣
ー
ー
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
所
に
過

少
消
費
説
的
な
側
面
が
現
わ
れ
た
の
で
は
た
い
で
あ
る
う
か
。

と
こ
で
は
、
セ
イ
法
則
批
判
の
三
側
面
合
確
認
出
来
る
だ
け
で
あ
る
が
、

第
八
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貨
幣
蓄
蔵
と
恐
慌
の
可
能
性
に
つ
い
て

特
に
、
こ
の
側
面
中
、
拡
大
再
生
産
に
囚
有
の
貨
幣
蓄
蔵
に
関
係
あ
る
部

分
だ
け
を
も
う
少
し
検
討
し
た
い
。

資
本
論
、
第
一
部
の
貨
幣
機
能
に
関
す
る
叙
述
に
従
う
と
、
貨
幣
蓄
蔵

は
、
流
通
手
段
の
機
能
の
後
を
う
け
、
支
払
手
段
の
前
に
展
開
さ
れ
て
お

り
、
マ
ル
ク
ス
は
、
貨
幣
蓄
政
令
流
通
一
干
段
の
機
能
に
対
し
て
(
又
、
価

値
尺
度
に
対
し
て
〕
「
代
表
可
能
な
も
の
L

(
観
念
的
な
も
の
)
と
区
別
さ

れ
る
「
貨
幣
商
品
」
と
し
て
特
徴
つ
け
た
。

又
、
経
済
学
批
判
第
二
章
で
は
、
「
G

W
に
寸
す
ま
な
い
行
為
、

w

G
の
孤
立
化
」
に
も
と
づ
く
商
品
の
第
一
姿
態
変
換
の
独
立
的
発
展

と
し
て
、
時
徴
づ
け
ら
れ
て
い

Z
。

従
っ
て
、
貨
幣
蓄
蔵
は
、
貨
幣
向
品
の
他
の
商
品
群
に
対
す
る
独
立
性

を
確
認
さ
せ
、
流
通
の
単
な
る
媒
介
物
で
あ
る
貨
幣
と
い
ラ
仮
健
を
消
滅

さ
せ
る
。

以
上
述
べ
た
所
か
ら
二
り
の
研
究
方
向
が
で
て
く
る
。

第
一
は
、

w
i
G
の
独
立
化
を
資
本
制
生
産
の
本
性
に
も
と

e

つ
い
て
必

然
化
さ
せ
た
要
因
の
追
求
で
あ
り
、
第
二
は
、
貨
幣
蓄
蔵
が
、
支
払
手
段

の
前
提
で
あ
る
か
ら
、
信
用
諸
関
係
し
ζ

、
資
本
苔
積
と
の
関
連
を
問
題
に

L
う
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
白
点
は
、
第
二
節
へ
譲
り
、
と
こ
で
は
第
一
の
古
川
左
考
察
し
よ
う
。

W
1
G
W
と
区
別
さ
れ
る
W
l
G
の
独
立
(
己
れ
は
他
方
か
ら
み
れ

ば
G
i
w
の
独
立
化
)
化
を
可
能
に

L
た
の
は
、
剰
余
価
値
中
貨
特
形
態

で
蓄
積
す
る
こ
と
、
及
び
、
自
己
円
的

ιし
て
生
産
を
拡
大
す
る
こ
主
に

第
入
十
四
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も
と
づ
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
貨
幣
は
、
資
金
(
機
能
的
貨
幣
資
本
)
及
び
苓
蔵
貨
幣
(
潜

勢
的
貨
幣
資
本
)
を
し
て
登
場
し
、
こ
の
資
格
を
も
っ
て
、
単
な
る
流
通

の
媒
介
物
か
ら
脱
却
す
る
。

だ
か
ら
、

w
i
G
の
独
立
化
の
基
樋
に
あ
る
の
は
商
品
流
通
の
範
式
W

1

G

W
で
は
な
く
、
資
本
の
範
式
G
l
w
I
M
の
貫
徹
で
あ
る
こ
と
が

分
る
。
(
労
働
力
商
品
に
つ
い
て
も
同
様
千
あ
る
)

当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
事
情
は
、

V

V
で
把
握
さ
れ
た
表
式

の
中
に
、
潜
在
的
形
態
で
は
あ
っ
て
も
、

G
-
U
範
式
が
包
含
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
一
目
し
て
い
る
。

形
態
の
上
か
ら
み
て
、

w
l
G
の
独
立
化
が

W
I
G
-
w
と
区
別
さ
れ

る
根
拠
は
、
以
上
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
、
次
に
不
均
衡
を

考
え
る
場
合
に
、
ど
の
様
な
差
異
が
出
て
〈
る
か
を
み
て
お
こ
う
。

W
I
G
W
の
場
合
、

G
1
W
は、

W
1
0
の
補
足
段
階
な
の
で
あ
る

か
ら
、

w
l
G
の
困
難
(
刊
品
過
剰
〕
は
、

G
1
W
の
困
難
と
は
、
時
間

的
・
空
間
的
に
分
離
し
う
る
。
し
か
し
、

w
よ
U

の
岡
難
は
、

G
l
w

の
悶
弊
主
全
く
同
一
物
で
あ
っ
て
、
両
者
は
同
一
の
過
程
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
一
方
的
販
売
者
の
側
か
ら
み
た
販
売
の
岡
難
は
、
同
時
に
、
一
方

的
購
買
者
の
側
か
ら
み
た
購
買
の
困
難
を
示
し
て
い
る
。
セ
イ
法
則
批
判

の
三
側
面
白
相
互
関
係
と
恐
慌
の
説
明
に
関
す
る
私
の
考
え
は
、
最
後
に

述
べ
た
い
。



第
二
郎
「
死
重
」
と
し
て
の
潜
勢
的
貨
幣
資
本

G

W

な

き

W

」U
は
、
貨
幣
の
独
立
的
性
格
の
完
成
で
あ
り
、
信
用

関
係
考
察
の
前
提
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
社
会

的
規
模
で
形
成
さ
れ
た
潜
勢
的
貨
幣
資
本
は
、
再
生
産
過
程
に
ど
の
様
な

影
響
を
及
ぼ
し
、
又
、
撹
乱
の
可
能
性
に
転
化
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
、
こ

れ
が
こ
こ
で
考
察
す
べ
き
テ

1
マ
で
あ
る
。

資
本
制
的
拡
穴
再
生
産
の
進
行
と
と
も
に
、
剰
余
生
産
物
量
が
大
き
く

な
り
、
将
来
の
拡
大
再
生
産
り
た
め
に
形
成
さ
れ
る
枇
情
勢
的
な
追
加
生
産

資
本
量
が
哨
大
す
る
と
、
情
勢
的
貨
幣
資
本
の
分
量
も
増
大
す
る
。

マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
事
情
に
つ
い
て
、
「
資
本
家

A
仰
に
よ
っ
て
、
直

接
に
生
産
さ
れ
取
得
さ
れ
る
剰
余
生
産
物
が
、
資
本
菩
積
、
す
な
わ
ち
、

拡
大
再
生
産
の
現
史
的
基
礎
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
剰
余
生
産
物
は
、
顕
勢

的
に
は

E
F
Y
ω
の
手
で
初
め
て
、
こ
の
属
性
に
お
い
て
機
持
す
る
の
で

は
あ
る
が
ー
ー
と
の
剰
余
生
産
物
は
、
そ
の
反
対
に
、
そ
の
踊
化
し
た
貨

幣
に
お
い
て
は
、
す
な
わ
ち
、
貨
幣
脊
蔵
、
従
っ
て
、
単
に
、
だ
ん
だ
ん

し
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
潜
勢
的
貨
幣
資
本
k
し
て
は
、
絶
対
に
不
生
産
的

で
あ
り
、
こ
の
形
態
で
は
、
生
産
過
程
に
並
行
し
て
、

L
か
も
、
生
産
過

程
の
外
部
に
横
た
わ
る
。
そ
れ
は
、
資
本
制
的
生
産
の
死
重
で
あ
h
D
」

E
述
ベ
て
い
る
。

彼
は
‘
特
に
、
第
一
部
門
不
変
資
本
の
蓄
積
に
つ
い
て
だ
け
し
か
述
べ

て
い
な
い
が
、
こ
町
一
死
重
に
関
す
る
限
り
、
蓄
積
き
れ
た
幣
勢
的
追
加
貨

幣
資
本
の
す
べ
て
が
、
こ
の
資
格
を
持
っ
て
レ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

貨
幣
蓄
蔵
と
恐
慌
の
町
能
性
に
つ
い
て

様
な
死
章
の
形
成
が
、
現
実
的
蓄
積
の
条
件
邑
な
る
点
に
こ
そ
、
資
本
制

生
産
の
制
限
的
性
格
の
一
つ
が
現
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
宮
の
増
大
は
、

何
ら
追
加
的
宵
の
増
大
を
表
現
し
な
い
不
生
産
的
貨
幣
蓄
蔵
を
そ
の
条
件

と
す
る
。

生
成
し
つ
つ
あ
る
資
本
制
生
産
に
と
っ
て
、
前
資
本
制
的
な
貨
幣
蓄
蔵

は
「
志
」
で
あ
っ
た
。

産
尖
資
本
の
確
立
は
、
こ
れ
ら
の
貨
慨
を
た
え
ず
生
産
諸
要
素
の
購
入

に
充
用
す
る
こ
主
に
よ
っ
て
の
み
、
資
本
と
し
て
価
伯
増
殖
を
行
い
得
る

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
単
な
る
貨
幣
蓄
蔵
は
、
貨
幣
の
流
通
能

h
H
を
奪
う
世
け
で
‘
何
ら
富
の
増
大
に
貢
献
し
な
い
と
之
を
証
明
し
士
の

E
あ
勺
た
。

し
か
し
、
資
本
制
生
産
が
、
自
分
の
足
で
立
っ
た
瞬
間
か
ら
、
蓄
蔵
貨

幣
は
、
資
本
制
生
障
の
内
的
な
一
契
機
と
し
て
室
場
す
る
と
と
も
に
、
資

み
に
対
す
る
一
つ
の
負
担
と
な
り
、
不
況
時
に
は
、
こ
の
制
限
が
顕
在
化

し
て
、
動
か
な
い
貨
幣
が
「
死
重
」
と
し
て
現
実
に
意
識
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
資
本
制
生
産
は
、
こ
の
負
担
を
発
展
の
憤
杵
に
転
化
さ
注

ょ
う
と
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
貨
幣
を
資
本
の
刺
潤
、
叉
は
.
収
入
に
役

立
た
せ
よ
う
と
す
る
欲
求
を
抱
く
。

こ
の
欲
求
は
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
「
信
川
制
度
、
お
よ
び
『
有
価

証
券
』
に
お
い
て
そ
の
努
力
白
目
標
を
見
出
す
」
の
で
あ
り
、
し
か
も
、

「
貨
幣
資
本
は
、
こ
れ
に
よ
り
、
別
佃
の
形
態
で
資
本
制
的
生
産
体
制
の

経
過
及
び
力
つ
よ
い
発
展
に
、
甚
大
な
彰
評
を
及
ぼ
す
。
」

第
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貨
幣
苔
蔵
と
恐
慌
O
可
能
性
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
、
資
本
制
的
な
貨
幣
市
場
が
成
立
す
る
一
つ
の
根
拠
が
明
示

さ
れ
て
い
下
る
が
、
先
の
表
式
分
析
を
基
準
に
す
れ
ば
、
伝
月
と
、
生
産
部

門
聞
の
不
比
例
の
関
係
を
抽
象
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
先
に
等
式
で
示
し
た
様
に
、
資
金
と
追
加
投
資
用
生
陸
物

と
の
対
応
関
係
は
、
拡
大
再
生
肢
に
ー
と
っ
て
、
最
低
限
度
必
要
な
貨
幣
量

を一軍
L
、
位
置
変
換
後
、
尚
品
販
売
者
の
手
に
波
〉
た
貨
幣
は
、
信
用
関

係
を
通
じ
て
充
用
可
能
な
貨
幣
置
の
創
出
を
表
現
し
て
い
る
。

こ
の
関
係
は
、
防
「
に
.
資
本
制
生
産
が
発
展
す
れ
ば
す
る
程
、
議
々

大
量
の
貨
幣
が
充
肘
岨
能
に
な
る
こ
と
が
分
る
し
、
第
一
一
に
、
信
川
の
逼

迫
及
び
、
緩
慢
に
つ
い
て
、
次
の
様
に
、
基
礎
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
が

出
米
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
的
附
買
者
同
が
、
一
方
的
阪
支
相
川
同
よ
り
多

い
場
合
じ
は
、
当
然
、
貨
幣
の
需
要
は
、
蓄
蔵
貨
幣
形
成
を
上
ま
わ
る
。

こ
れ
は
金
融
の
一
週
迫
を
抽
象
的
に
示
し
て
い
る
。

逆
に
、
凶
が
、
国
よ
り
大
き
け
れ
ば
、
貨
幣
資
本
需
要
が
、
蓄
械
貨
幣

形
成
に
く
ら
べ
て
、
小
さ
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
闘
の
貨
幣

は
‘
す
ぐ
貨
幣
蓄
蔵
と
な
り
う
る
の
に
、
凶
の
商
品
に
対
ず
る
需
長
は
相

対
的
に
小
さ
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
金
融
緩
慢
の
基
礎
過
程
で
あ
ろ
う
。

以
上
二
つ
の
問
題
の
他
に
、
も
う
一
つ
の
論
点
は
、
第
一
章
、
倒
で
述

べ
た
阿
部
門
の
転
態
か
ら
生
じ
る
一
時
的
な
貨
幣
省
蔵
に
つ
い
て
で
あ
る
。

ー
か
ら
且
へ
商
品
が
一
方
的
に
販
売
さ
れ
た
場
合
、
叉
、
そ
の
逆
の
場
合

に
は
、
貨
幣
が
出
発
点
の
部
門
へ
同
流
す
る
ま
で
、
一
時
的
な
貨
幣
蓄
蔵

第
八
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を
形
成
し
、
そ
れ
が
、
他
方
の
部
門
で
の
商
品
名
荷
を
表
現
し
う
る
こ
と

は
、
す
で
に
述
べ
た
。

こ
の
様
な
場
合
に
は
、
こ
の
一
時
的
貨
幣
苔
蔵
は
長
期
に
わ
た
っ
て
貨

幣
市
場
に
止
ま
る
こ
と
は
出
米
な
い
。
主
こ
ろ
が
、
信
川
制
度
の
下
で
は
、

瞬
間
的
一
時
的
に
遊
離
さ
れ
た
貨
幣
が
、
「
直
ち
に
、
能
動
的
追
加
貨
幣

資
本
左
し
て
機
能
さ
せ
ら
れ
」
事
業
拡
張
に
投
下
さ
れ
る
こ
と
が
起
り
得

る
。
そ
の
場
合
に
、
新
投
下
資
本
は
‘
他
の
企
業
に
存
在
す
る
追
加
生
産

要
素
を
充
用
し
、
流
動
さ
せ
る
か
ら
‘
こ
の
過
程
は
、
再
生
産
過
程
の
撹

乱

|
i貨
幣
資
本
を
提
供
し
た
資
本
が
、
現
実
的
拡
大
を
意
図
し
た
時
、

必
要
な
貨
幣
が
部
分
的
に

L
か
回
収
さ
れ
て
い
な
い
か
、
又
は
、
回
収
き

れ
た
と
し
て
も
追
加
的
生
産
物
を
市
場
で
見
出
し
得
な
い
ー
と
い
う
事
態
を

惹
き
起
す
か
も
知
れ
な
い
。

こ
こ
で
は
、
唯
、
生
産
部
門
聞
の
比
例
性
が
、
貨
幣
資
本
の
役
割
の
投

に
撹
乱
さ
れ
る
可
能
性
を
一
市
し
う
る
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
節
で
は
、
資

本
蓄
積
と
信
用
諸
凶
係
。
基
礎
的
な
関
連
だ
け
を
確
訳
し
て
お
き
た
い
。

ω
同

冨

R
N
b
a
同
尋
常
hNFHHH
印
・
目
的
目
。
苧
「
目

DH

倒
同
・
昌
R
H
Z
E
R
E
-
F
ち
U

ゆ

同

冨

R
M
F
偽
申
書
九

p
印
回
目
。
「

川

明

出

5
E
2
p
ロ
2
H
E
U
O口
問
戸

ω自

E
E
E
品目

o
p
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凶

町

立

同
貨
幣
苓
蔵
の
信
用
に
対
す
る
意
識
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
日
開
。
ー

宮
古
宮
、
国
芯
』
客
足
S
N
t
E
E
S
K
E
同
QH也君
5
同
言
内
田
町
旬
Ib
喜
吾
S
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3
h・
問
。

mmw
日
o
E
E
E
o
-
Z
巧
同
町
内
ν
〈
F
印

印

品

目

H
J
A由
N

結
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以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
再
生
産
表
式
》
」
恐
慌
の
司
能
性
k
の
関
連
は
、

貨
幣
苔
戒
を
考
え
ず
に
は
解
明

ι釆
な
い
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。

非
常
に
不
充
分
な
検
討
で
あ
っ
た
が
、
恐
慌
の
可
能
性
に
つ
い
て
確
認
山

米
る
こ
と
は
次
の
三
点
で
あ
る
。

の
表
式
段
階
で
の
セ
イ
法
則
批
判
は
、
三
つ
の
側
丙
を
持
ち
、
こ
れ

ら
は
、
資
本
関
係
を
基
礎
と
し
た
貨
幣
蓄
蔵
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。

伺
こ
の
こ
を
は
W

W
循
環
で
考
察
さ
れ
た
社
会
的
な
総
流
通
の
内

部
に
G

U
範
式
が
潜
在
的
に
合
ま
れ
て
い
る
と
い
う
事
情
が
規
定
し
て

い
る
。伺

貨
幣
蓄
蔵
は
、
資
本
制
的
貨
幣
市
場
成
立
の
一
つ
の
根
拠
で
あ
り
、

信
用
関
係
之
翠
杭
の
関
連
を
考
察
す
る
糸
口
を
与
え
る
。

貨
幣
諸
政
と
恐
慌
の
可
能
性
に
つ
い
て

と
こ
ろ
で
町
こ
の
場
合
白
根
本
問
題
は
、
セ
イ
法
則
批
判
の
三
側
面
が
、

ど
の
様
な
相
互
関
係
に
立
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
三
つ
の

要
凶
の
中
に
、
労
働
力
商
品
が
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
は
、
生
産
主
消
費

の
矛
病
と
い
う
様
な
困
難
な
問
題
を
古
ん
で
い
る
し
、
固
定
資
本
主
拡
大

再
生
昨
の
問
題
も
到
底
言
及
出
来
る
用
意
は
な
い
の
で
、
私
。
考
え
方
。

ヲ

l
ス
だ
け
を
簡
単
に
述
べ
て
お
き
九
い
。

私
の
考
え
1
い
る
中
心
点
は
、
刺
余
伺
値
の
資
本
へ
の
転
化
と
結
び
つ

い
て
で
て
く
る
貨
幣
苔
蔵
、
及
び
生
産
の
現
実
的
拡
大
が
、
資
本
主
義
的

蓄
積
の
本
性
、
す
な
わ
ち
、
蓄
積
の

ιめ
の
蓄
積
ー
と
い
う
事
態
を
最
も
端

的
に
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
固
定
資
本
問
題
や
、

労
働
力
商
品
の
問
題
は
、
こ
の
事
態
に
附
随
し
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
だ
と

い
う
こ
と
に
な
る
臼

固
定
資
本
問
題
に
つ
い
て
も
、
現
物
的
補
棋
と
、
貨
幣
的
補
棋
の
優
劣

を
取
り
扱
う
場
合
、
蓄
積
の
進
行
状
態
之
、
そ
れ
に
伴
う
貨
幣
需
給
動
向

を
無
視
し
て
は
、
解
明
は
悶
難
だ
L

乙
考
え
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
の
要
因
、
労
働
力
向
品
に
つ
い
て
は
次
白
様
に
考
え
て
い
る
》

マ
ル
ク
ス
が
、
「
経
済
学
批
判
要
綱
」
で
、
は
っ
き
り
述
ベ
て
ト
る
様

に
、
労
働
者
の
過
少
消
費
と
は
‘
価
値
増
航
を
行
う
た
曲
に
要
求
さ
れ
る

生
産
部
門
聞
の
比
例
性
に
対
す
る
過
少
消
費
な
の
で
あ
り
、
又
、
別
の
箇

所
で
述
べ
て
い
る
様
に
、
刺
余
労
働
が
実
現
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
必
要
労

働
は
社
会
的
に
意
味
が
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
恐
慌
を
考
え
る
場
合
、
剰
余

価
慌
の
資
本
へ
の
転
化
の
困
難
(
支
配
的
庫
業
部
門
で
わ
過
剰
生
産
)
に

第
八
十
四
巻
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一
二
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冗
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貨
幣
持
政
と
恐
慌
の
可
能
性
に
つ
い
て

伴
勺
て
、
そ
の
部
門
で
の
労
働
者
へ
の
賃
金
支
払
停
止
又
は
困
難
が
起
り
、

岳
一
再
生
産
過
程
で
の
連
鎖
関
係
を
通
し
て
、
全
般
的
恐
慌
へ
波
及
す
る
と

い
う
過
程
を
考
え
た
い
。

と
の
主
要
な
溺
門
で
の
過
剰
は
、
利
潤
範
嶋
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
説

明
不
能
で
あ
る
い
、
他
に
考
慮
す
べ
き
要
因
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
私

の
考
》
叫
ん
得
た
範
囲
は
、
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
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、
同
コ
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、
守
宮
宣
言
回
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。
吉
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喜
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∞
Jω
烏
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箇
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宮
塚
良
一
一
一
氏
が
前
掲
書
一

O
六

頁
マ
指
摘
さ
れ
C
い
る
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ω
同
-
E
R
M
-
忠一塁
Rt・∞・
ω
N
A
・
「
資
本
は
、
労
働
者
に
必
要
労
働

を
越
え
る
剰
余
労
働
を
強
制
す
る
ω

そ
こ
で
、
は
じ
め
て
、
資
本
は

第
八
十
回
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/、

五
日

第
三
号

自
己
増
殖
し
、
剰
余
価
値
を
創
り
出
す
。
だ
が
、
他
方
、
資
本
は
、

そ
れ
が
剰
余
価
値
で
あ
り
、
後
者
が
剰
余
価
値
と
し
て
、
実
現
可
能

で
あ
る
限
り
で
の
み
必
要
労
働
を
措
定
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、

資
本
は
、
剰
余
労
働
を
必
要
労
働
に
と
っ
て
の
条
件
と

L
て
り
み
措

定
し
、
剰
余
師
値
を
対
象
化
さ
れ
た
骨
働
、
す
な
わ
ち
、
価
値
一
般

に
と
っ
て
白
川
昇
、
と
し
て
の
み
措
定
す
る
。
」

ω
と
の
考
え
方
は
、
剰
余
価
値
学
説
史
第
二
部
で
の
コ
一
、
一
二
心
主

導
的
消
投
物
品
」
の
過
剰
が
あ
れ
ば
、
寸
全
般
的
過
剰
生
庄
」
を
ひ
き

お
こ
す
こ
と
は
自
明
だ
が
、
何
故
に
、
+
工
時
商
品
目
過
剰
が
起
る
か
を

追
求
す
る
コ
ー
ス
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
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